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全員賛成の議案
　令和元年度から令和２年度に繰り越した繰越明許費繰越計算書を報告するもの。
　※各会計別翌年度繰越額
　　・一般会計 970,696 千円

令和元年度愛荘町繰越明許費繰越計算書の報告について
報告第　５号

　地方税法等の一部を改正する法律が、令和 2 年 4 月 30 日に公布され、同日から施行さ
れたことに伴い所要の改正を行うもの。

愛荘町税条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を求めることについて
承認第　５号

　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」を受けて発出された令和 2 年 4 月 8 日付け、
厚生労働省保険局国民健康保険課および総務省自治税務局市町村税課からの事務連絡、「新
型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係る国民健康保険料（税）
の減免に関する財政支援について」により、本趣旨による国民健康保険税の減免を円滑に実
施するため、所要の改正を行うもの。

愛荘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を求めるこ
とについて

承認第　６号

承認第　７号
　国民権保険被保険者の内、新型コロナウイルス感染症に感染した被用者（発熱等に症状が
あり感染が疑われる者も含む。）に対し傷病手当金を支給するため、所要の改正を行うもの。

愛荘町国民健康条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を求めることに
ついて

承認第　８号 　滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正に伴い、新型コロ
ナウイル感染症に感染した被保険者等にかかる傷病手当金の支給について町が行う後期高齢
者医療の事務に当該傷病手当金の支給申請書の提出の受付業務を加えるもの。

愛荘町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を
求めることについて

承認第　９号
「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」において、「感染症の影響により一定程度収入が
下がった方に対し国民健康保険や介護保険等の保険料の免除等を行う。」とされたことを受
け、厚生労働省より新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免に関し、所定
の基準により減免措置を実施する場合、国費によりその財政支援を行うと示された。
　この減免措置を実施するため、介護保険条例に規定にする減免基準について、所要の改正
を行うもの。

愛荘町介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を求めることに
ついて

承認第１０号 　歳入歳出に 3,000 千円を追加し、総額を 1,787,439 千円とする。
※主な補正内容
　・新型コロナウイルス感染症に対する傷病手当金の増額補正。

令和２年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分につき
承認を求めることについて

議案第３８号
　非常備消防団員等にかかる損害補償については、非常備消防団員等に係る損害補償の基準を
定める政令の定める基準に従い、各市町村が条例で定める額に基づき行うこととなっている。
　基準政令について、昨今の社会経済情勢に鑑み処遇改善を図る観点から、補償基礎額が改正
されることにあわせ、所要の改正を行うもの。

愛荘町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

議案第３９号

　歳入歳出に 316,961 千円を追加し、総額を 12,348,961 千円とする。
※主な補正内容
　・デジタル手続法改正に伴う戸籍システムの改修を実施するもの
　・新型コロナウイルス感染症にかかる４分野における経済対策事業
　　　町施設（学校・園含む）における感染症予防対策目的の備品等整備
　　　ひとり親家庭等緊急応援金を支給
　　　あいしょうエール商品券の発行　
　　　GIGA スクール整備事業に係る「１人１台端末」の配備

令和２年度愛荘町一般会計補正予算（第２号）

議案第４１号 　令和２年度　コミュニティ無線放送システム整備工事
　　　契約金額　327,800,000 円　
　　　契約の相手方　朝日電機工業株式会社滋賀営業所（長浜市）

契約の締結につき議決を求めることについて

議案第４２号 　令和２年度　議会放映設備改修業務
　　取得金額　7,744,000 円
　　契約の相手方　アケボノ特機株式会社（彦根市）

財産の取得につき議決を求めることについて

議案第４３号 　令和２年度　情報系端末更新等物品購入
　　取得金額　17,570,410 円
　　契約の相手方　キステム株式会社（大津市）

財産の取得につき議決を求めることについて

議案第４４号 　令和２年度　情報系プリンタ更新等物品購入
　　取得金額　7,954,100 円
　　契約の相手方　日本ソフト開発株式会社（米原市）

財産の取得につき議決を求めることについて

　歳入歳出に　15,679 千円を追加し、総額を 12,364,640 千円とする。
※主な補正内容
　・新型コロナウイルス感染症対策のための保育対策支援事業費・教育支援体制整備事業費に
　　かかる追加
　・就学前教育・保育のあり方を検討するための検討委員会設置経費の追加
　・「GIGA スクール構想の加速による学びの保障」に向けた事業実施によるもの。

　議会議員の報酬について、令和２年７月１日から令和２年１２月３１日までの間、１００分
の５の減額措置を講じるもの。

　総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を
行いたい旨の申し出があったもの。

令和２年度愛荘町一般会計補正予算（第３号）

愛荘町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

各常任委員会閉会中の継続調査について

議員派遣について

議案第４５号

可決

可決

報告

承認

6月19日

6月19日

6月19日

6月5日

6月5日

令和２年６月定例会 令和２年６月定例会 

議提第　７号

議提第　８号
～ 

議提第１０号

議提第１１号

　６月定例会が６月４日から１９日まで１６日間開催された。
今期定例会の一般質問は、第１日目（6/4）に、新型コロナウイルス感染症対策として、質問時間6分（本来30分）
とし、時間を短縮して５議員の一般質問を行った。
　第２日目（6/5）は議案審議に移り、町長から提案のあった報告１件、承認案件６件、一般会計補正予算
１件の審議を行った。
（※一般質問概要は、６ページから）
　最終日の１９日には、条例改正１件のほか、町長から追加提案された議案６件、議員提案の５案件の審議
を行った。
　会期中の各常任委員会は、町民生活を守るための新型コロナウイルス感染症対策を優先させるため、開催
しないこととし、改めて７月６日・７日に教育民生常任委員会、９日・１０日に総務産業建設常任委員会を
開催した。

賛否が分かれた議案

議案第４０号

議案番号 件　　　名

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決　町長・副町長および教育長の給料について令和
２年７月１日から令和２年１２月３１日までの間、
１００分の５の減額措置を講じるもの。

○賛成・×反対
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※議長　河村善一は
　採決に加わっていません。

（ 　　　   ）※議長　河村善一は
　採決に加わっていません。

議案番号

議案番号

件　　　　　　名

件　　　　　　名

議決結果

議決結果

議決日

議決日

愛荘町特別職の職員で常勤のものの給与および
旅費に関する条例の一部を改正する条例



　　　　　　　　

６月定例会よりクールビズ対応
議員・執行部とも麻製品を着用

　６月議会より、議員・執行部ともクールビズ対応で会議を行いました。
　また、議場で行う本会議では、地場産業である麻のアピールも考え、
全員が地元の麻製品を着用して会議を行いました。
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議 決 結 果

議 決 結 果

全 員 賛 成

全 員 賛 成

全 員 賛 成

〃

〃

〃

○賛成・×反対

○賛成・×反対

※議長　河村善一は
　採決に加わっていません。

※議長　河村善一は
　採決に加わっていません。

議 員 か ら の 提 案議 員 か ら の 提 案

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感染防止や経済支援といった幅広い対策に多額の支出が必要となっ
ており、多くの町民、事業者の皆さんも厳しい現状にある。
　本町においても、新型コロナウイルス感染症にかかる町独自の感染拡大防止対策・経済対策など未曾有の
対策を打ち出しているところであるが、多くの町民、事業者の皆さんが不安を払拭されるには、事態の推移
を含め、依然として不透明な状況である。
　このような状況下において、愛荘町議会として今できることを考え、今回の感染症の非常事態において、
感染防止対策や経済対策など想定される多額の経費の一助とするため、令和２年７月から令和２年１２月ま
での議員報酬の一部（議員報酬月額の１００分の５）を減額する。

　６月定例会最終日（6/19）、「愛荘町議会議員の議員報酬および費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例」が、提出者１名、賛成者５名に
より提案された。

「愛荘町議会議員の議員報酬および費用
 弁償等に関する条例」の一部を改正する条例

4月20日

4月20日

5月8日

承認第　１号

議案第３７号

議案番号

議案番号

議案番号

件　　　名

件　　　名

件　　　名

○

○
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○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

可決

可決

可決

　地方税法等一部を改正する法律が公布され、令和２
年４月１日から施行されることに伴い、所要の改正を
行うもの。

　歳入歳出に 2,452,000 千円を追加し、総額を
12,032,000 千円とする。

※主な補正内容
　・特別定額給付金および愛荘町生活支援・経済対策
　　給付金事業　2,379,000 千円
　・子育て世帯臨時特別給付金事業　43,000 千円
　・中小企業・小規模事業者支援事業　30,000 千円

　地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴
い、国民健康保険税の基礎課税額および介護納付金課
税額の課税限度額ならびに５割軽減および２割軽減の
対象世帯に係る所得判定基準が改正されたことにより、
本条例の規定について所要の改正を行うもの。

　令和２年度からの消費税１０％への引上げの満額化
に伴い、保険料軽減を完全実施することとなるため、
当該満額にかかる基準を定める介護保険法施行令及び
介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を
改正する政令が令和２年４月１日から施行されること
をふまえ、所要の改正を行うもの。

　歳入歳出に 4,545 千円を追加し、総額を
9,891,266 千円とする。

※主な補正内容
　・新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策の
　　実施に伴う増額補正。

　令和元年度工事第３０号　愛知中学校校舎等大規模増改
築工事（建築）
　契約金額　１,888,700,000 円
　契約の相手方　奥田・伊藤建設工事共同企業体（日野町）

　令和元年度工事第３１号　愛知中学校校舎等大規模増改
築工事（電気設備）
　契約金額　401,500,000 円
　契約の相手方　株式会社ケイテック（大津市）

　令和元年度工事第３２号　愛知中学校校舎等大規模増改
築工事（給排水冷暖房設備）
　契約金額　268,950,000 円
　契約の相手方　株式会社湖東工業所（愛荘町）

承認第　２号

承認第　３号

承認第　４号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

　　　　　　　　

愛荘町ホームページから愛荘町ホームページから
http://www.town.aisho.shiga.jphttp://www.town.aisho.shiga.jp
トップページのここをクリックトップページのここをクリック

インターネットでもインターネットでも
 配信しています！ 配信しています！

議会動画配信

会議時間の詳しくは事務局へお問い合わせください。
議会事務局 ： TELTEL

FAXFAX
42ｰ7670
42ｰ7698

9月 9月 19日（水）9日（水）    予算・決算特別委員会　第１委員会（総務） 　　  9：00〜予算・決算特別委員会　第１委員会（総務） 　　  9：00〜
9月 10日（木）9月 10日（木）    　　　　〃　　　　〃　　　　　第２委員会（　　　　　第２委員会（産業建設産業建設））1313：00〜：00〜
9月 11日（金）9月 11日（金）    　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　第３委員会（民生） 第３委員会（民生）   　　9  　　9：00〜：00〜
9月 14日（月）9月 14日（月）    　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　第４委員会（教育）         9：00〜第４委員会（教育）         9：00〜
9月 18日（金）9月 18日（金）    予算・決算特別委員会予算・決算特別委員会　（場所：議場）          　    9：00〜　（場所：議場）          　    9：00〜

◎9月   4日（金）  一般質問（9月議会開会） 　　　　　　　　        9：00〜◎9月   4日（金）  一般質問（9月議会開会） 　　　　　　　　        9：00〜
◎9月   7日（月）  一般質問・議案審議                        　　　　　 9：00〜◎9月   7日（月）  一般質問・議案審議                        　　　　　 9：00〜
◎9月 28日（月）  議案審議（9月議会閉会）                               10：00〜◎9月 28日（月）  議案審議（9月議会閉会）                               10：00〜

（都合により、会議の日時が変更になる場合があります）

予算・決算特別委員会および小委員会予算・決算特別委員会および小委員会（決算審議）（決算審議）

本会議 （場所 議場）本会議 （場所 議場）

上記の本会議・委員会を傍聴できます

99
月
定
例
会
の
予
定

月
定
例
会
の
予
定
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http://www.town.aisho.shiga.jphttp://www.town.aisho.shiga.jp
トップページのここをクリックトップページのここをクリック

令和２年第２回臨時会令和２年第２回臨時会
（（5月8日5月8日））

令和２年第１回臨時会令和２年第１回臨時会
（（4月20日4月20日））
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愛荘町税条例の一部を改正する条例の専決処分に
つき承認を求めることについて

令和２年度愛荘町一般会計補正予算（第１号）

愛荘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の専決処分につき承認を求めることについて

愛荘町介護保険条例の一部を改正する条例の専決
処分につき承認を求めることについて

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第１０号）の
専決処分につき承認を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて
全員賛成で 可決

4
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7P

8P

9P

10P

11P

一　般　質　問一　般　質　問

制限時間 質問のみ 6 分以内（答弁は別）
質問方法 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問は 3回まで
	 ☆　一問一答
	 一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、町長や教育長などに方
針を問うものです。

【令和２年６月定例会】　一般質問一覧

　「議会だより」では、スペースの関係で質問と答弁を要約してあります。

①

①

①

①

①

②

②

②

村西　作雄　議員
【一問一答】

新型コロナウイルスにかかる町の対策につい
て   

7

町
で
は
、
け
ん
こ
う
プ
ー

ル
や
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
、
三
山
館
な
ど
23
の
施
設
に
つ

い
て
、
11
の
民
間
や
一
般
社
団
・

財
団
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
等
に

指
定
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
中
で
、
県
の
休

業
要
請
を
受
け
、
４
月
18
日
以
降

町
が
休
館
要
請
し
た
施
設
に
は
、

県
の
感
染
拡
大
防
止
臨
時
支
援
金

〈
中
小
企
業
・
法
人
20
万
円
、
個

人
事
業
10
万
円
、
町
上
乗
せ
10
万

円
〉
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国
の

持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
も
な
り

得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
休
館
し

な
く
て
も
そ
の
後
何
か
月
や
場
合

に
よ
っ
て
は
一
年
以
上
、
い
わ
ゆ

る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
利
用
客
の
早

急
な
回
復
は
見
込
め
ず
、
収
入
が

激
減
す
る
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

直
近
数
値
で
、
指
定
管
理
施
設
全

体
で
対
前
年
比
に
対
す
る
収
入
減

少
額
と
、
公
的
助
成
を
除
い
た
実

影
響
額
は
い
か
ほ
ど
か
。

町
内
の
飲
食
店
・
料
理
店

な
ど
は
、
開
業
し
て
い

る
も
の
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
４・
５

月
の
売
り
上
げ
は
８
割
か
ら
９
割

減
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
状
態
が

続
く
と
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
店

が
多
く
出
る
と
聞
き
及
ぶ
。
県
で

は
特
例
と
し
て
前
述
の
臨
時
交
付

金
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
ひ
と

月
の
収
入
が
50
％
以
上
減
の
場
合

は
、
国
の
持
続
化
給
付
金
へ
の
申

請
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
私
は
町
民
１
万
円
の
給

付
金
を
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活

に
支
障
が
な
い
町
民
に
は
、
経
済

対
策
と
し
て
地
元
の
店
で
使
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
捉
え
、
町

民
が
地
元
で
買
い
も
の
し
、
町
が

い
き
い
き
す
る
運
動
「
じ
も
が
い

う
ん
ど
う
」
の
展
開
を
町
が
積
極

的
に
主
導
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

エ
ー
ル
商
品
券
は
、
い
つ

発
行
を
予
定
し
て
い
る

か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
、
国
が
４
月
16
日
に
滋
賀

県
を
含
む
47
都
道
府
県
を
、
新
型

　

休
館
し
て
い
た
期
間
は
、
施
設

に
よ
り
多
少
異
な
る
が
、
指
定
管

理
施
設
全
体
で
４
・
５
月
の
休
業

に
よ
る
対
前
年
対
比
の
減
少
額
は

１
１
０
０
万
円
程
度
で
、
実
影
響

額
は
概
算
で
９
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
主
な
施
設
は
け
ん
こ
う
プ

ー
ル
で
あ
る
。

　

町
内
経
済
の
下
支
え
の
た
め
、

各
種
施
策
を
す
で
に
実
施
ま
た
は

実
施
予
定
。
実
施
済
施
策
は
、

①
定
額
給
付
金（
10
万
円
）
へ
の

１
万
円
上
乗
せ
。

②
県
感
染
拡
大
防
止
臨
時
支
援
金

へ
の
10
万
円
上
乗
せ
。

③
県
の
支
援
対
象
と
な
ら
な
い
事

業
者
へ
の
町
独
自
の
10
万
円
支

援
等
。

　

加
え
て
、
今
回
町
内
で
の
消
費

喚
起
を
目
的
と
し
た
エ
ー
ル
商
品

券
事
業（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）

等
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
住
民
と
と
も

に
、
ま
た
地
元
事
業
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
取
り
組
む
。

　

引
換
券
の
発
送
は
、
８
月
第
１

週
を
予
定
し
て
い
る
。（
１
万
円

で
額
面
１
．３
万
円
分
の
商
品
券

を
世
帯
２
冊
ま
で
購
入
可
。
た
だ

し
８
千
円
分
は
地
元
事
業
者
で
の

購
入
に
限
る
。）

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
企
画
政
策
監
）

問

問

問

答

答

答答

村西　作雄村西　作雄 議員議員

町内地元店での「じもがいうんどう」の
展開を

Q

新型コロナの町対策に
ついて

A

新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
、

指
定
管
理
施
設
全
体
の
収

入
減
少
額
と
実
影
響
額
は

町
内
地
元
店
で
の

「
じ
も
が
い
う
ん
ど
う
」の

展
開
を

休館中のけんこうプール

８月発行の新たなエール商品券で
消費喚起を促す

休校中の子どもたちの指導方法について

新型コロナウイルス感染に関して

緊急事態宣言が解除されたが、今は今後に備え
今回の経験を生かした準備を進める時期である。
今回の取り組みについて

国民健康保険税の「子どもの均等割の廃止」を
求める

「ゆめまちテラスえち」の理念と活用に対して
問う

幼稚園の預かり保育について

新型コロナウイルス感染拡大予防について

徳田　文治　議員
【一括方式】

西澤　桂一　議員
【一括方式】

辰己　　保　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
、
緊
急
事
態
措
置

を
実
施
す
る
べ
き
区
域
に
指
定
し

た
こ
と
に
鑑
み
、
指
定
管
理
者
の

協
力
を
得
て
町
施
設
を
原
則
４
月

18
日
か
ら
休
館
・
休
業
し
た
。
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①
休
校
時
の
学
習
指
導
や

生
活
指
導
は
、
ど
の
よ
う

な
方
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

②
い
ま
可
能
な
限
り
の
教
育
を
、

子
ど
も
た
ち
に
ど
う
す
れ
ば
提

供
で
き
る
か
。

③
教
育
の
平
等
の
実
現
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い

る
か
。

④
３
密
を
避
け
た
分
散
登
校
を
、

ど
う
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
る

の
か
。

⑤
再
開
後
、
休
校
で
生
じ
た
未
習

部
分
を
ど
の
様
に
補
う
の
か
。

①
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
期
間

は
、
一
人
ひ
と
り
が
学
習
計
画
を

意
識
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
と

共
に
、
家
庭
学
習
の
教
材
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
プ
リ
ン
ト
等
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
子
ど
も
が
学

習
し
た
後
、
回
収
を
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
学
習
評
価
を
丁
寧

に
記
し
、
励
ま
し
の
言
葉
を
添
え

る
な
ど
し
て
、
学
習
意
欲
の
継
続

を
図
っ
た
。

　

生
活
指
導
は
、
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
ケ
ア
を
図
る
た
め
、
電
話

を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
訪
宅
や

（
教
育
長
）

問答 休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の

指
導
方
法
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か

未習部分をどの様に補うのかQ

休校中の子どもたちの
指導方法について

時間確保は長期休業の短縮や
行事の精選等で対応

A
徳田　文治徳田　文治 議員議員

学校再開後の授業風景

窓口の飛沫防止シート

9

行
政
運
営
の
基
本

地
球
温
暖
化
、食
糧
危
機
、

感
染
症
な
ど
世
界
的
に
発

生
す
る
災
害
に
対
し
て
、
今
の
日

本
は
危
機
に
弱
い
社
会
に
な
っ
て

い
る
。
自
分
や
家
族
の
生
活
費
・

医
療
費
・
教
育
費
な
ど
は
自
分
で

責
任
を
持
て
と
い
う
自
己
責
任
社

会
で
は
、
個
人
の
力
で
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
に
陥
る

こ
と
が
あ
る
。
北
欧
な
ど
の
よ
う

に
何
事
に
も
国
が
全
面
的
に
面
倒

を
み
て
く
れ
る
社
会
は
、
人
々
に

安
心
感
を
与
え
社
会
秩
序
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん

な
考
え
が
今
後
の
行
政
運
営
に
必

要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
今
回
国
の
政
策
だ
け
で

は
不
十
分
と
し
て
、
県
・
市
町
な

ど
で
地
方
の
実
態
に
合
わ
せ
た
独

自
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。

地
方
分
権
と
し
て
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

３
～
４
月
頃
は
マ
ス
ク
不

足
で
多
く
の
町
民
が
困

っ
て
い
た
。
他
の
市
町
の
よ
う
に

当
町
で
も
マ
ス
ク
の
入
手
に
つ
い

て
支
援
を
す
る
よ
う
に
求
め
た
が

実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

町
に
は
町
内
の
医
療
機
関

を
守
る
責
務
が
あ
る
。
医

療
機
関
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た

か
。

町
内
の
介
護
施
設
等
へ
の

感
染
防
止
の
支
援
は
で
き

て
い
た
か
。

一
旦
は
山
を
越
え
た
が
、

こ
れ
で
終
息
し
た
の
で
は

な
い
。

　
経
済
活
動
の
回
復
は
長
期
に
及

び
、
今
後
雇
用
や
収
入
減
少
に
よ

る
生
活
不
安
が
出
て
く
る
。

　
特
に
高
齢
者
世
帯
・
低
所
得
家

庭
の
児
童
生
徒
な
ど
へ
の
、
個
別

支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ

の
こ
と
に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

　

国
と
地
方
の
関
係
、
社
会
保
障

と
負
担
の
関
係
、
財
政
な
ど
い
ろ

い
ろ
の
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
る
も

の
で
画
一
的
に
回
答
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
国
と

地
方
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
て
き

て
お
り
、
昨
今
の
地
方
創
生
施
策

に
お
い
て
も
全
国
共
通
的
な
も
の

か
ら
、
地
方
を
重
視
し
た
も
の
に

変
化
し
て
き
て
い
る
。
今
回
の
独

自
の
措
置
も
こ
の
延
長
線
上
に
よ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　

国
の
給
付
金
10
万
円
に
加
え

て
、
町
独
自
で
生
活
支
援
・
経
済

対
策
給
付
金
と
し
て
１
万
円
を
上

乗
せ
し
た
。
ま
た
、
６
月
定
例
会

で
も
高
齢
者
や
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
が
困

　

備
蓄
し
て
い
た
約
1.5
万
枚
は
、

　

医
療
機
関
の
支
援
と
し
て
、
診

療
状
況
や
不
足
物
品
の
確
認
、
マ

ス
ク
や
手
指
消
毒
液
の
配
布
、
情

報
の
提
供
を
し
た
。

　

住
民
に
は
、
特
に
発
熱
の
あ
る

人
の
受
診
方
法
な
ど
、
感
染
症
を

正
し
く
理
解
し
て
行
動
し
て
も
ら

う
よ
う
啓
発
に
努
め
た
。

　

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
、
面

会
制
限
措
置
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液

の
提
供
な
ど
、
施
設
と
頻
繫
に
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問

問

問問

問 答答

答

答答

西澤　桂一西澤　桂一 議員議員

町民への支援策はQ

新型コロナウイルス
感染に関して

地域の実態に合わせて行うA

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
題
を
通
じ
て
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
行
政
運
営
の
基

本
に
か
か
る
こ
と
で
あ
り
町
長
に

尋
ね
る
。

　

今
は
次
へ
の
備
え
と
し
て
、
今

回
の
経
験
を
生
か
し
た
準
備
を
す

る
と
き
で
あ
る
。
今
回
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
担
当
課
長
に
尋
ね

る
。

教
育
相
談
を
実
施
し
、
子
ど
も
の

生
活
の
安
定
に
努
め
た
。

　

分
散
登
校
の
再
開
後
、
教
員
が

子
ど
も
と
出
会
う
な
か
で
、
心
身

の
状
況
を
十
分
に
把
握
し
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
の
思
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
指
導
を
行
っ
た
。

②
3
月
か
ら
臨
時
休
業
が
始
ま

り
、休
業
期
間
初
期
に
お
い
て
は
、

前
学
年
の
未
指
導
の
内
容
や
、
前

年
度
の
復
習
・
振
り
返
り
に
重
点

を
置
き
指
導
し
た
。4
月
に
入
り
、

新
学
年
の
学
習
内
容
を
取
り
入
れ

た
指
導
を
行
っ
た
。

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
の
学
習
支
援
と
共
に
、
登

校
日
設
定
期
間
は
、
特
に
配
慮
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は

個
別
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

6
月
か
ら
の
再
開
後
は
、
休
業

期
間
中
の
家
庭
で
の
学
習
に
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
違
い
が
あ
る

た
め
、
理
解
の
状
況
や
つ
ま
ず
き

の
原
因
等
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
効
果

的
な
指
導
を
、
よ
り
充
実
さ
せ
た

い
。

③
不
登
校
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
、

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
な
子
ど

も
、
学
力
の
定
着
に
時
間
を
要
す

る
子
ど
も
、
日
本
語
の
理
解
が
難

し
い
子
ど
も
等
、
配
慮
が
要
る
子

ど
も
に
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立

し
、
家
庭
で
も
学
ぶ
姿
勢
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

休
業
中
は
、
で
き
る
限
り
電
話

等
で
の
声
か
け
を
行
い
、
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十

分
に
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
実

態
や
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
主
体

的
な
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援

し
て
き
た
。

　

重
層
的
な
課
題
の
あ
る
子
ど
も

に
対
し
て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
学
習
指
導
を
進
め
、
苦
手
な

学
習
内
容
に
も
理
解
が
深
ま
る
よ

う
力
を
入
れ
た
。

④
登
下
校
の
途
上
で
は
、
一
列
に

な
る
こ
と
、
マ
ス
ク
着
用
、
私
語

を
慎
む
な
ど
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

学
校
へ
来
て
か
ら
は
、
昇
降
口

に
密
集
し
な
い
こ
と
、
窓
の
開

放
、
教
室
で
は
対
面
で
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
避
け
る
、
机
の
配
置

を
工
夫
す
る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ

ス
タ
ン
ス
の
意
識
付
け
プ
レ
ー
ト

を
椅
子
の
間
に
貼
る
、
学
級
を
2

グ
ル
ー
プ
に
分
け
二
つ
の
教
室
で

行
う
等
の
工
夫
を
取
り
入
れ
指
導

し
た
。

　

本
格
的
な
再
開
に
向
け
て
、
音

楽
科
の
歌
唱
指
導
、
技
術
・
家
庭

科
の
調
理
実
習
、
保
健
体
育
科
の

密
集
す
る
運
動
や
近
距
離
で
の
運

動
等
、
リ
ス
ク
が
高
い
指
導
に
つ

い
て
教
職
員
で
研
修
を
し
て
確
認

を
し
た
。

⑤
子
ど
も
に
無
理
な
く
、
負
担
過

重
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な

が
ら
、
長
期
休
業
期
間
の
短
縮
、

短
時
間
学
習
の
設
定
、
行
事
の

精
選
・
日
課
表
の
一
部
変
更
に
よ

る
学
習
時
間
の
確
保
、
放
課
後
学

習
等
に
よ
り
授
業
時
間
を
確
保
す

る
。　
　

　

そ
の
う
え
で
指
導
す
べ
き
内
容

を
組
織
的
に
随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
計
画
的
に
教
育
活
動
を
実
施

す
る
。

難
な
世
帯
等
へ
の
支
援
策
を
補
正

予
算
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
ま

ず
は
現
在
直
面
し
て
い
る
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
を
し
っ
か

り
と
実
行
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
施
設
、
医
療
機
関
、

児
童
施
設
等
に
配
布
し
た
。
追
加

発
注
し
た
が
５
月
末
か
６
月
に
な

ら
な
い
と
確
保
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
新
た
に
大
人
用
・
子
供

用
を
各
2.5
万
枚
備
蓄
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
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赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
に
課
税
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
仕
組
み
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。

「
ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え

ち
」
の
理
念
と
活
用
方
針

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
、「
町

の
顔
」
に
仕
上
げ
て
い
く
の
か
。

「
ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え

ち
」
の
現
状
か
ら
、
麻
織

物
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
施
設
に

仕
上
げ
て
い
く
の
か
。

　
愛
知
高
等
学
校
と
の
連
携
は
大

変
重
要
な
要
素
と
言
う
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
「
連
携
」
し
て

い
く
の
か
。

「
一
人
ひ
と
り
に
課
し
て

い
る
」
均
等
割
は
「
人
頭

割
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

　

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割

は
、
加
入
者
の
世
帯
員
の
数
が
増

え
る
と
保
険
税
の
額
が
増
加
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
保
険

税
負
担
が
増
加
し
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
の
充
実
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
見
直
し
が
で
き

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
子
育
て
世
帯
以
外
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
の
均
衡

や
財
源
確
保
等
の
必
要
か
ら
、
子

ど
も
の
均
等
割
を
直
ち
に
廃
止
す

る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
認

識
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
国
に
対
し
県
を
通
し

て
要
望
し
て
い
く
。

　

組
合
健
保
や
被
用
者
保
険
に
は

均
等
割
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
保
険

料
は
、
標
準
月
額
に
対
し
て
保
険

料
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
国
保
税

の
均
等
割
は
、
政
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

住
民
の
皆
様
が
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
訪
れ
た
く
な
る
施
設
づ
く

り
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
拠
点
の
実

現
や
地
域
住
民
が
施
設
に
関
わ
っ

て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
の
も
と
、

だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
場
所
を
創

出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は「
出
会
い
や
学
び
」

で
、
日
々
の
暮
ら
し
や
地
域
の
可

能
性
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
で

人
材
を
育
む
活
動
を
進
め
る
。

　

一
階
に
お
い
て
は
麻
織
物
組
合

が
受
託
し
、
各
事
業
を
進
め
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
情
報

等
々
を
通
し
て
、
近
江
上
布
を
知

り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
た
。
企
画
運
営
委
員
会
の

方
々
の
活
発
な
発
信
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ（
中
身
）

を
創
造
し
て
い
く
。

　

愛
知
高
等
学
校
そ
し
て
愛
知
高

等
養
護
学
校
と
の
連
携
は
、
大
変

重
要
な
取
り
組
み
の
柱
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
の
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
幼
稚
園

に
お
い
て
も
預
か
り
保
育
の
実
施

が
可
能
と
な
っ
た
。
預
か
り
保
育

を
利
用
で
き
る
児
童
は
幼
稚
園
児

で
は
あ
る
が
、
保
育
所
と
同
様
に

保
育
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
る
。
町
で
は
幼
稚
園
に
在
籍

し
て
い
る
児
童
で
、
保
育
を
必
要

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
児
童

は
現
時
点
で
は
い
な
い
。し
か
し
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は
、
保
育

所
の
待
機
児
童
解
消
に
繋
が
る
有

効
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
認
定
子
ど
も
園
の
導
入
を
議

論
す
る
な
か
で
検
討
し
た
い
。

（
町
長
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

問

問問

問 答

答

答

答

答 国
民
健
康
保
険
税
均
等
割

に
つ
い
て

「
ゆ
め
ま
ち
テ
ラ
ス
え
ち
」

に
つ
い
て

中学卒業までの子の均等割課税の
廃止を

Q

幼稚園の預かり保育 国保税の均等割課税に
ついて

子の均等割課税は見直しができないかと
感じている

A
辰己　　保辰己　　保 議員議員

愛知高等学校・高等養護学校の正門

ゆめまちテラスえち
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幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防

昨
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
保

育
料
の
無
償
化
で
、
保
育

園
入
園
を
希
望
す
る
家
庭
が
増
え

た
が
、
受
け
皿
が
十
分
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
児
で
保
護
者
の
共
働

き
を
理
由
と
す
る
長
時
間
保
育
を

望
む
家
庭
に
は
、
来
年
度
か
ら
年

間
通
し
て
預
か
り
保
育
を
行
い
、

保
育
園
に
準
ず
る
時
間
帯
の
保
育

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

独
居
高
齢
者
や
障
が
い
者

ま
た
外
国
人
な
ど
、
全
て

の
町
民
が
特
別
定
額
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、

申
請
に
お
け
る
町
が
行
う
べ
き
対

応
は
。

特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
を
し
た
方

が
、
誤
っ
て
郵
送
申
請
も
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
把
握

す
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
第
８
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
作
業
の
状
況
と
、
今

後
の
計
画
策
定
終
了
に
至
る
日
程

に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

地
域
の
高
齢
者
の
サ
ロ

ン
・
居
場
所
に
お
け
る
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
の
開
催
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
求
め
る
。

　

６
月
中
旬
時
点
で
ま
だ
申
請
書

を
提
出
さ
れ
ず
、
給
付
金
を
受
け

取
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
へ
は「
申

請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
」
と

の
通
知
を
送
る
と
と
も
に
、
申
請

を
行
う
の
に
支
援
が
必
要
な
方
に

は
、
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
・
計
画
相
談
員
・
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
希
望
さ
れ

る
す
べ
て
の
方
が
受
給
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

大
き
な
影
響
は
な
く
、
予
定
通

り
進
捗
し
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
第

５
回（
７
月
17
日
）
に
計
画
の
施

策
体
系
・
第
６
回（
９
月
29
日
）

に
施
策
の
展
開
内
容
・
第
７
回

（
11
月
18
日
）
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
見
込
み
量
と
保
険
料
を
協
議

し
、
来
年
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
と
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、
第

８
回（
２
月
18
日
）
に
計
画
案
お

よ
び
保
険
料
案
を
協
議
し
、
町
長

へ
答
申
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
上
ま
た
人
の
目
で
の
確

認
を
経
た
う
え
で
、
正
し
く
支
給

手
続
き
を
行
う
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
サ
ロ
ン
や
居

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問

問

問

問問

答

答

答

答

瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

来年度から、年間通して預かり
保育を行うことを求める

Q

認定子ども園の導入を議論するなかで
検討したい

A

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
。
他
の
共
済
保
険
や
協
会
け
ん

ぽ
に
、
な
ぜ
均
等
割
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。

場
所
は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、
感

染
症
や
食
中
毒
予
防
の
衛
生
管
理

の
も
と
実
施
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
つ

つ
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
危
険

が
伴
わ
な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
点
に
注
意
し
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
サ
ロ
ン
は
、
元
気

な
高
齢
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ん
が
共
同
で
企
画
・
運
営
す
る
自

主
的
な
交
流
の
場
で
あ
り
、
地
域

特
性
や
独
自
性
の
あ
る
内
容
が
削

が
れ
な
い
こ
と
に
配
慮
し
て
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く「
サ
ロ
ン
等

の
開
催
に
お
け
る
注
意
事
項
」
と

し
て
感
染
症
予
防
対
策
等
を
ま
と

め
、
配
布
し
て
い
き
た
い
。
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２
０
２
０
年
前
半
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
襲
っ
た
世
界
は
、
医
療
と
経

済
の
危
機
に
侵
さ
れ
、
社
会
と
私
た
ち

の
日
常
生
活
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。

　

６
月
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
３

蜜
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
、
会
議
も

出
来
る
限
り
短
時
間
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
・
熱
中
症
対
策
に
十

分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

日
々
感
染
状
況
が
変
化
す
る
な
か
、

議
会
と
し
て
的
確
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
愛

読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

村
田　
　

定　

記

　

平
成
二
十
年
三
月
に
町
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
こ
の
絵
巻
物
は
、

岩
倉
に
あ
る
仏
心
寺（
旧
金
台
寺
）

に
鎮
座
す
る
地
蔵
尊
、
通
称
矢
取

地
蔵
の
霊れ
い

験げ
ん

を
語
っ
た
縁え

ん

起ぎ

絵
巻

で
す
。

　

こ
の
縁
起
は
有
名
な
逸い

つ

話わ

集

『
今こ
ん

昔じ
ゃ
く

物
語
』
や
各
種
の
「
霊
験

記
」
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
、

巻
物
の
奥
書
に
は
、
享き
ょ
う

徳と
く

二
年

（
一
四
五
三
）
と
記
さ
れ
、
室
町

時
代
中
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

紙し

本ほ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
くの

幅
三
四
・
一
セ
ン

チ
長
さ
六
一
四
・
四
セ
ン
チ
で
、

全
体
的
に
淡
い
色
彩
で
描
か
れ
、

稚ち

拙せ
つ

で
素
朴
に
描
か
れ
る
と
こ
ろ

は
、
室
町
時
代
の
絵
巻
物
の
特
色

を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
人
物
の

描
写
は
精せ
い

緻ち

で
、
面め

ん

貌ぼ
う

の
表
現
も

類
型
化
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情

が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

画
風
は
宮
廷
絵
師
で
あ
っ
た
土

佐
派
の
流
れ
に
よ
る
も
の
と
見
ら

れ
、
顔
料
も
質
の
よ
い
も
の
を
用

い
、
後
世
の
補
色
が
見
ら
れ
ず
当

初
の
状
態
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
安
孫
子
郷
と
押お
し

立た
て

保の
ほ

と
の
水
利
を
争
う
戦
い
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

安
孫
子
郷
を
守
る
平

た
い
ら
の

諸も
ろ

道み
ち

の
父

が
、
隣
郷
の
押
立
保
の
軍
勢
に
攻

撃
を
受
け
、
家
人
わ
ず
か
六
人
で

応
戦
し
ま
す
。
し
か
し
、
多
勢
に

無
勢
、
矢
も
尽
き
果
て
て
、
も
は

や
こ
れ
ま
で
と
一
心
に
地
蔵
菩
薩

を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
戦
場
に
小
法

師
が
現
れ
、
矢
を
拾
い
集
め
て
味

方
に
渡
し
ま
す
。
小
法
師
は
敵
の

矢
を
受
け
、
姿
を
消
し
ま
す
が
、

渡
さ
れ
た
矢
は
悉
こ
と
ご
とく

相
手
に
命
中

し
て
、
敵
を
退
け
勝
利
し
ま
す
。

　

翌
日
、
戦
勝
の
お
礼
に
地
蔵
堂

に
参
る
と
、
地
蔵
尊
の
お
顔
に
矢

が
刺
さ
っ
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
戦

場
で
で
見
た
小
法
師
が
こ
の
地
蔵

尊
の
化
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付

き
、
随ず
い

喜き

の
涙
を
流
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
岩
倉
山
に
御
堂
を
建

て
、
こ
の
地
蔵
尊
を
安
置
し
た
と

い
う
も
の
で
す
。

　

縁
起
絵
巻
は
文
章
を
交
え
、
二

部
構
成
で
描
か
れ
、
後
世
、
源
み
な
も
と
の

朝あ

臣そ
ん

高た
か

春は
る

が
絵
師
に
命
じ
て
描
か

せ
、
寄
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。大

友 

暢
（
歴
史
文
化
博
物
館
）
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愛荘町の指定文化財①


